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技術の特徴
• 250～175nmの遠紫外スペクトルによって、市販のミネラルウォーター中のいくつかのイオン種の溶存量
の推定が可能1)であるが、この帯域にはこれらのイオンの直接的な吸収バンドは存在せず、Cl-のCTTS
バンドや、水の第一電子遷移吸収帯の裾が観測される2)。
• 不活性イオン種の定量ができた理由として、天然物ならではの組成比に着目し、各種イオン間の相関
解析により、遠紫外域で直接観測される吸収バンドとの関連を調べた。
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• 170～250nm の遠紫外スペクトルを測定（図１）

• 試料は市販のミネラルウォーター７種類

• 参照値のイオン濃度の測定にはICP-AES およ
びイオンクロマトグラフを使用

• 各種イオン濃度の相関解析（図２）

• 相関の高いイオン種のＰＬＳＲ検量モデル（図３）

図２ 各種イオン濃度の相関解析

研究の内容

今後の展開
• サンプルを増やして本手法の有効性を検証する
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図３ 相関の高いイオンの

ＰＬＳＲ検量モデル
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 紫外・遠紫外で推定可能なイオン： NO3
-，Cl-，Mg2+，Ca2+

 紫外・遠紫外で推定できる可能性があるイオン： Na+，Br-

 遠紫外でのみ推定できる可能性があるイオン： F-， NO2
-

 紫外・遠紫外とも推定困難： SO4
2-，PO4

2-， K+


